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スクリーンキーボードを
使う

テキストや数字の入力が必要なアプリケー
ションを起動したときや、テキストフィールド
を選択したときには、文字入力のためにスク
リーンキーボードを使用できます。

1. テキストエリアをタップ
①戻るキー
文字入力キーに割り当てられている1つ前
の文字に戻ります。

②カーソル移動キー（左）
カーソルを左に移動します。連文節変換時
は文節を1文字分短くします。ワイルドカー
ド予測にも利用します。

③記号キー
記号／顔文字リストを表示します。 が
表示されているときは、英数カナ変換を行
います。

④文字切替キー
入力モードを切り替えます。（ひらがな→半
角英字→半角数字→ひらがな→・・・）
1秒以上タップするとパネルが表示され、入
力モードの切り替えとQWERTYキーボー
ドへの切り替えができます。

⑤バックスペースキー
カーソルの前の文字を削除します。タップ
し続けると文字を連続して削除します。

⑥カーソル移動キー（右）
カーソルを右に移動します。連文節変換時
は文節を1文字分長くします。ワイルドカー
ド予測にも利用します。

⑦スペースキー
スペースの入力、または連文節変換を行い
ます。

⑧Enterキー
改行入力、または入力中の読み（変換中は
文節）を確定します。

⑨入力中の文字、またはカーソルの前の文字に
対し「゛」（濁点）「゜」（半濁点）の入力お
よび大文字、小文字への変換を行います。

⑩文字入力キー
⑪「、」（読点）と「。」（句点）を表示します。

入力モード 説明

漢字ひらがな入力モード

全角カタカナ入力モード

半角カタカナ入力モード

入力モード

②
③

⑤

④

①
⑥
⑦
⑧

⑨ ⑪⑩

全角英字入力モード

半角英字入力モード

全角数字

半角数字

入力モード 説明
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ひらがな／漢字を入力する
漢字を入力するには、文字入力キーをタップし
てひらがなを入力し、変換候補から選択しま
す。

＜例：「携帯」と入力する場合＞

1. 入力モードが「漢字ひらがな入力
モード」になっていることを確認

2. 文字入力キーをタップして「けいた
い」と入力

変換候補エリアに変換候補が表示されま
す。
変換候補エリアに変換候補を表示しきれ
ない場合は、変換候補エリア右の ／
をタップして変換候補エリアの最大化

／最小化をすることができます。
英数カナをタップすると、入力した文字に
応じた英数およびカタカナの変換候補が
表示されます。
変換をタップすると、入力した文字の変換
候補が表示されます。
カーソル移動キー（ ／ ）をタップ
して変換する文字の範囲を変更すること
もできます。

3.「携帯」をタップ
「携帯」が入力されます。
選択した文字によっては、さらに変換候補
を選択することが可能です。

キーボードで入力する
漢字を入力するには、文字入力キーをタップし
てひらがなを入力し、変換候補から漢字を選択
するか、漢字に変換します。
●QWERTYキーボードに切り替えるには、文
字切替キーを1秒以上押して、 をタップ
します。

＜例：「携帯」と入力する場合＞

1. 入力モードが「漢字ひらがな入力
モード」になっていることを確認

2. 文字入力キーをタップして「けいた
い」と入力

■ローマ字／カナの場合

変換候補エリアに変換候補が表示されま
す。
変換候補エリアに変換候補を表示しきれ
ない場合は、変換候補エリア右の ／
をタップして変換候補エリアの最大化

／最小化をすることができます。

補足
･ キーボードが必要ではないときは、メ
ニューボタン（ ）を長押しして閉じ
ることができます。キーボードを再び表
示するには、画面上のテキストボックス
をタップします。
･ 文字を挿入または削除する必要がある
ときは、カーソル移動キーをタップして
編集したい文字の隣にカーソルを移動
するか、画面上のテキストボックスを
タップしてください。
･ 半角英字（英語モード）にて、予測変換
を利用する際は、確定時に、自動的にス
ペースが入力される場合があります。
メールアドレスやURLの入力の際に
は、手動でスペースを削除する必要があ
ります。

補足
･ 一度入力した文字列は自動的に記憶さ
れ、変換時に使用頻度が高い文字列が優
先的に表示されます（学習辞書）。

（4回）　 （2回）　 （1回）   （2回）
       け                い                た                い

「k」「e」  「i」  「t」「a」  「i」
    け        い        た       い
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変換をタップすると、入力した文字の変換
候補が表示されます。

3.「携帯」をタップ
「携帯」が入力されます。
選択した文字によっては、さらに変換候補を選
択することが可能です。

記号／顔文字を入力する
登録されている記号／顔文字を入力できます。

1. 文字入力中 ＞ 記号キー
記号キーをタップするたびに、記号／顔文
字一覧が切り替わります。

2. 対象の記号／顔文字キーをタップ

L

タッチ入力設定を変更する
ホーム画面でメニューボタン（ ）を押し、
設定 ＞ 言語とキーボード ＞ iWnn IMEを
タップすると、以下の文字入力の各種設定を行
うことができます。

補足
･ 一度入力した文字列は自動的に記憶さ
れ、変換時に使用頻度が高い文字列が優
先的に表示されます（学習辞書）。

変換候補
エリア 項目 説明

キー操作音 キーをタップしたときに操作音
を鳴らすかどうかを設定しま
す。

キー操作バ
イブ

キーをタップしたときに振動さ
せるかどうかを設定します。

キーポップ
アップ

タップしたキーの拡大表示をす
るかどうかを設定します。

自動大文字
変換

英字入力時、文頭文字を大文字
にするかどうかを設定します。

キーボード
のデザイン

スクリーンキーボードのデザイ
ンを変更します。

候補学習 入力変換した語句を学習させる
かどうかを設定します。

予測変換 文字入力時、変換候補を表示さ
せるかどうかを設定します。

入力ミス補
正

入力間違いの修正候補を表示さ
せるかどうかを設定します。

ワイルド
カード予測

ワイルドカード予測機能を使用
するかどうかを設定します。
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日本語ユー
ザー辞書

漢字ひらがな入力モードで使用
する日本語ユーザー辞書を登録
します。

英語ユー
ザー辞書

半角英字入力モードで使用する
英語ユーザー辞書を登録しま
す。

学習辞書リ
セット

学習辞書をリセットします。

項目 説明
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